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新春特別対談▶ 『地域完結型医療の未来』林副院長＆川原林外科部長
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［
特
別
対
談
］　

地
域
完
結
型
医
療
の
未
来

地域
を支える。

「
新
南
棟
の
上
空
か
ら
当
院
を
見
下
ろ
す
と

  

改
め
て
地
域
と
の
調
和
、
人
々
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
す
ね
」

「
２
０
２
１
年
に
は
新
病
棟
も
完
成
予
定
で
す
」

■
新
春
特
別
対
談
　

　
副
院
長
／
泌
尿
器
科
部
長
・
林
医
師
と
外
科
部
長
・
川
原
林
医
師
に
地
域
完
結
型
医
療
と

　
診
療
科
の
今
後
、
そ
し
て
当
院
の
進
む
べ
き
未
来
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
地
域
の
医
療
に
つ
い
て
。

林
　
現
在
は
ど
こ
も
病
院
完
結
型

の
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
行

田
市
周
辺
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
的

に
見
て
も
少
子
高
齢
化
は
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
人
口
構

成
比
の
変
化
は
顕
著
に
現
わ
れ
る

で
し
ょ
う
。
高
齢
者
中
心
と
な
る

と
治
療
の
方
針
や
目
標
も
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
社
会
復
帰
し
て
仕
事

を
バ
リ
バ
リ
と
い
う
訳
で
な
く
、

住
み
慣
れ
た
地
元
で
余
生
を
送
り

た
い
と
希
望
す
る
人
が
増
え
て
き

ま
す
。「
地
域
で
診
て
回
復
さ
せ
て

自
宅
に
帰
す
」
と
い
う
考
え
方
が

理
想
の
形
だ
と
思
い
ま
す
。

川
原
林
　
全
国
的
に
高
齢
化
し
て

い
く
こ
と
は
確
か
な
の
で
す
が
、

こ
の
地
域
は
都
内
で
暮
ら
す
団
塊

の
世
代
が
周
辺
地
域
に
移
住
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
『
ド
ー
ナ
ツ
化

現
象
』
の
受
皿
に
な
る
の
で
は
な

い
か
？ 

と
考
え
て
い
ま
す
。
全
国

か
ら
介
護
施
設
等
が
こ
の
地
域
に

進
出
し
て
い
る
の
は
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
の
よ
う
で
す
。　
　

　『
こ
の
地
域
に
住
み
た
い
』
と

思
っ
て
も
ら
え
る
町
に
な
る
た
め

に
は
、
医
療
の
充
実
が
基
盤
に
な

り
ま
す
。
当
院
が
果
た
す
べ
き
役

割
は
非
常
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

林
　
救
急
件
数
が
多
い
当
院
に
は

高
度
急
性
期
病
院
と
し
て
の
位
置

付
け
が
合
っ
て
い
ま
す
。
急
性
期

と
慢
性
期
の
機
能
分
化
を
視
野
に

入
れ
つ
つ
、
高
度
急
性
期
と
し
て

高
齢
者
を
中
心
に
あ
ら
ゆ
る
世
代

を
診
て
い
き
、
生
活
中
心
の
医
療
、

介
護
や
在
宅
も
含
め
、「
患
者
さ
ん

の
一
生
を
ト
ー
タ
ル
で
支
え
て
い

こ
う
」と
い
う
概
念
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

川
原
林
　
当
院
に
は
介
護
事
業
部

も
あ
り
ま
す
し
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
高

齢
者
が
こ
の
地
域
で
穏
や
か
に
一

生
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
生
活
面

に
ま
で
入
り
込
ん
だ
地
域
完
結
型

医
療
を
構
築
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

■
診
療
科
に
つ
い
て
。

林
　
泌
尿
器
科
は
一
昨
年
前
か
ら

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
（
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
）
を
初
め
て
い
ま
す
。
前
立

腺
が
ん
か
ら
始
ま
り
、
腎
が
ん
、

膀
胱
が
ん
（
対
談
時
３
症
例
）
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。
常
勤
の
高
島

医
師
・
澤
田
医
師
・
坪
井
医
師
・

井
本
医
師
と
共
に
１
年
半
経
っ
て

改
め
て
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、「
出

血
が
少
な
い
」「
手
術
時
間
が
短
い
」

「
色
々
な
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で

き
る
の
で
が
ん
の
取
り
残
し
が
ほ

と
ん
ど
な
い
」
な
ど
、
と
に
か
く

低
侵
襲
で
あ
る
こ
と
が
世
間
一
般

に
も
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
地
域

の
先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
、
徐
々
に

広
範
囲
の
地
域
か
ら
も
紹
介
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
外
科
が
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
を
開

始
し
た
ら
当
院
は
完
全
に
高
度
急

性
期
病
院
と
し
て
埼
玉
県
北
部
を

支
え
る
病
院
と
し
て
名
乗
り
を
あ

げ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

川
原
林
　
外
科
で
は
、
集
学
的
治

療
を
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
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一
人
の
お
年
寄
り
を

高
度
急
性
期
医
療
か
ら

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
、
在
宅
、

介
護
ま
で
ト
ー
タ
ル
で
診
て
い
け
る
病
院
に
。

医
療
の
充
実
に
よ
っ
て

『
こ
の
町
に
な
ら

 

ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
』
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
策

定
さ
れ
た
第
３
期
が
ん
対
策
基
本

計
画
で
は
『
が
ん
・
ゲ
ノ
ム
医
療

の
充
実
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
手
術
、
抗
が
ん
剤
治
療
、

緩
和
ケ
ア
に
加
え
て
、『
が
ん
ゲ
ノ

ム
医
療
』
が
今
後
の
が
ん
診
療
の

一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
一
人

一
人
に
最
適
な
医
療『
プ
レ
シ
ジ
ョ

ン
メ
デ
ィ
シ
ン
（
個
別
化
医
療
）』

を
実
施
で
き
る
よ
う
、オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
で
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
当
院
と
し
て
も
、
こ
の

地
域
の
方
々
に
も
『
が
ん
ゲ
ノ
ム

治
療
』
の
恩
恵
を
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
そ
の
人
材
や
設
備

を
整
え
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
埼
玉
医
科
大
学
小
児

科
遺
伝
子
診
療
部
準
備
室
長
／
難

病
セ
ン
タ
ー
副
長
で
あ
る
大
竹 

明

教
授
の
ご
支
援
を
賜
り
、
臨
床
遺

伝
専
門
医
の
育
成
を
始
め
る
予
定

で
す
。ま
た
遺
伝
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
育
成
も
急
務
で
す
。
遺
伝
子
を

扱
う
管
理
者
の
育
成
や
遺
伝
子
関

連
の
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
作
り
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

林
　
一
方
で
化
学
療
法
に
目
を
向

け
る
と
、
最
近
の
抗
が
ん
剤
は
分

子
標
的
治
療
薬
な
ど
極
め
て
効
果

が
高
い
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、
副

作
用
も
あ
る
た
め
極
め
て
慎
重
な

扱
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
泌
尿
器
科
に
は
４
月
か
ら
化
学

療
法
中
心
の
森
本
医
師
が
常
勤
で

入
職
す
る
予
定
で
す
。
今
後
は
外

科
と
一
緒
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
加
え
て
化

学
療
法
に
も
重
き
を
置
い
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

川
原
林
　
福
元
医
師
が
日
本
臨
床

腫
瘍
学
会
の
が
ん
薬
物
療
法
専
門

医
を
持
っ
て
い
ま
す
。
県
北
で
は

こ
の
資
格
を
持
つ
常
勤
医
師
は
数

え
る
ほ
ど
し
か
い
ま
せ
ん
。
あ
と

は
、
集
学
的
治
療
を
で
き
る
体
制

と
い
う
意
味
で
放
射
線
治
療
を
他

院
と
連
携
し
て
や
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

林　

放
射
線
治
療
は
近
隣
の
熊
谷

総
合
や
羽
生
総
合
に
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
地
域
完
結
型
医
療
を
目
指

し
て
連
携
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

川
原
林
　
ま
た
、
現
在
、
が
ん
診

療
医
科
歯
科
連
携
も
進
め
て
い
ま

す
。
適
切
な
口
腔
内
ケ
ア
に
よ
り

手
術
後
の
合
併
症
が
低
下
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

化
学
療
法
に
お
い
て
も
口
内
炎
対

策
や
口
腔
内
ヘ
ル
ペ
ス
の
治
療
な

ど
が
重
要
で
す
し
、
緩
和
ケ
ア
に

お
い
て
も
顎
骨
壊
死
や
口
腔
内
乾

燥
対
策
な
ど
、
最
後
ま
で
口
か
ら

食
事
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

ケ
ア
が
必
要
で
す
。
周
辺
の
歯
科

医
の
先
生
方
と
連
携
し
て
、
よ
り

良
い
が
ん
治
療
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

林　

が
ん
治
療
に
つ
い
て
は
県
の

指
定
病
院
で
す
か
ら
地
域
で
果
た

す
役
割
が
大
き
い
で
す
ね
。

川
原
林
　
は
い
。
そ
し
て
外
科
も

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
を
始
め
ま
す
。
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
手
術
は
こ
れ
か
ら
必

ず
主
流
に
な
り
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
開
始
し
て
よ
り

安
全
な
手
術
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。
東
京
医
科
歯
科

大
学
の
絹
笠
祐
介
医
師
に
プ
ロ
ク

タ
ー
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
６
月
に
直

腸
が
ん
の
手
術
か
ら
始
め
、
将
来

的
に
は
胃
が
ん
ま
で
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

林　

食
道
が
ん
な
ど
も
あ
る
し
、

外
科
の
範
囲
が
広
が
り
ま
す
ね
。

ま
ず
は
直
腸
が
ん
を
し
っ
か
り

や
っ
て
、
そ
れ
か
ら
大
腸
が
ん
、

胃
が
ん
と
進
め
て
く
だ
さ
い
。
当

院
の
外
科
が
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
を
や
っ

て
い
る
と
な
る
と
地
域
は
も
ち
ろ

ん
、
よ
り
広
域
の
方
々
に
も
大
き

な
話
題
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

川
原
林
　
そ
う
で
す
ね
。
さ
ら
に

は
若
手
医
師
で
当
院
を
希
望
す
る

方
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ

の
目
標
と
し
て
は
、
教
育
が
で
き

る
施
設
に
な
る
。
当
院
で
育
て
た

医
師
た
ち
が
ど
こ
か
で
勉
強
を
し

て
、
ま
た
戻
っ
て
来
る
と
い
う
よ

う
に
な
れ
ば
地
域
と
し
て
安
定
し

た
医
療
を
ず
っ
と
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
か
ら
。

■
当
院
の
未
来
を
見
つ
め
て
。

川
原
林
　
高
齢
者
が
増
え
る
と
が

ん
と
血
管
病
変
が
増
え
る
た
め
、

が
ん
診
療
と
脳
神
経
外
科
、
循
環

副院長／泌尿器科部長

林　暁	

昭和 58年 秋田大学卒
日本泌尿器科学会指導医・専門医
日本ロボット外科学会Da Vinci 
Certificate

外科部長

川原林伸昭
平成5年　防衛医科大学校卒
日本外科学会専門医・指導医
日本消化器外科学会専門医・指導医
日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医
日本内視鏡外科学会技術認定医
日本肝胆膵外科学会高度技能指導医
日本がん治療認定機構暫定教育医
マンモグラフィ読影認定医

▲◀︎ダ・ヴィンチによるロボット支援手術は泌尿
器科に続き、消化器外科でも本年6月からスター
トする。まずは直腸がん摘出から始まり、胃がん
の摘出まで視野に入れている。

▶︎2018年 5月には血管撮影室が新増築され、バ
イプレーン血管連続撮影装置も導入された。脳神
経外科、血管外科、循環器内科の検査・血管内治
療件数の増加に対応していく。

▼2018年 7月に手術室が拡張され全5室となった。地域の未
来を見据え、更なる拡張も予定されている。

器
内
科
が
注
目
さ
れ
て
き
ま
す
。

林　

内
科
に
関
し
て
は
広
く
全
般

的
に
診
ら
れ
る
医
師
が
必
要
と
さ

れ
て
き
ま
す
ね
。

川
原
林
　
単
一
の
疾
患
と
い
う
の

は
珍
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

全
体
を
診
る
総
合
診
療
科
と
専
門

性
の
高
い
診
療
科
で
一
人
の
患
者

さ
ま
を
診
る
チ
ー
ム
医
療
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
薬
剤
師
、

看
護
師
、
臨
床
心
理
士
、
管
理
栄

養
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
な
ど
、
多
職
種
で
チ
ー
ム
医
療

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

こ
の
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
て
必

要
と
さ
れ
る
人
材
を
確
保
・
育
成

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

林　

救
急
に
つ
い
て
は
年
間

５
０
０
０
件
を
超
え
る
で
し
ょ
う
。

川
原
林
　
地
域
に
信
頼
で
き
る
病

院
が
あ
る
こ
と
が
、
住
民
の
安
心

に
繋
が
り
、
地
域
の
発
展
に
も
寄

与
し
ま
す
。
果
て
は
『
こ
の
地
域

に
移
り
住
み
た
い
。
こ
の
町
で
な

ら
病
気
に
な
っ
て
も
安
心
。
ず
っ

と
生
活
し
て
い
く
よ
！
』
と
い
っ

た
考
え
方
の
地
域
基
盤
に
な
れ
る

よ
う
に
未
来
を
見
つ
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

※
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
広
報
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医療安全管理部からのお知らせ

オリジナルウォーター完成！
各イベント会場にて配布

2019 年1 月吉日

当院のロゴや病院機能説明付。

研修医や看護師を募集するイ

ベントなどでお配りするため

にオリジナルウォーターを製

作しました。機会があればぜ

ひお手にとってください。

生活習慣病予防講座～医師から学ぶ生活習慣病予防～
行田市保健センター

2018 年 11 月 21 日（水）

市民公開講座で川嶋理事長が講演。

行田市保健センター主催の公開講座が開催され、『生活習慣病の予防』

について川嶋理事長が講演を行いました。「行田市の健康寿命の年次推

移」「生活習慣病の種類・原因」「動脈硬化」「食事」「血圧」「健康習慣」

などについて症例を提示しながら医師ならではの視点で話された内容

は大変興味深く、約40名の参加者からご好評をいただきました。
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クリスマスハンドベルコンサート
新南棟 1F ロビー

2018 年 12 月 20 日（水）

約80名が参加されました。

当院と特別養護老人ホーム雅の

スタッフによる演奏で『ジング

ルベル』『恋人がサンタクロー

ス』『アヴェ・マリア』『星に願

いを』等の曲が響き渡りました。

北埼玉歯科医師会行田支部 常会
行田市商工センター

2018 年 11 月 28 日（水）

お口の中を整えることも『がん治療』の一部です。

がん患者さまのお口のケアをサポートするがん診療医科歯科連携。が

ん診療指定病院である当院と地域のがん連携登録歯科医院との関係を

より深めるために、当院外科部長・川原林医師が「お口のケア依頼」や「入

院前のお口のケア」「口腔内の情報提示」「定期的なフォローアップ」、「人

工股関節置換」「脳卒中」などについて講演させていただきました。

2019 花粉対策

2019年春のスギ・ヒノキの花粉飛

散量は、昨年の花粉飛散量と夏の気

象条件から過去10年の平均と同じ

くらいか、やや多くなると予想され

ています。

ご心配な方は、流行時期に入る前に

当院耳鼻咽喉科を受診し、医師へご

相談ください。

インフルエンザが流行るこの時期、

手洗い、マスク、うがい、と注意は

していても罹ってしまうことがあり

ます。国立感染症研究所HPの最新

の情報（1月30日現在）によると、

定点あたりの患者報告数ワースト1

位は埼玉県、2位新潟県、3位千葉

県となっており、年齢別では、5～

9 歳が最も多く約 41.1 万人、10

～ 14歳が約 29.0 万人、0～ 4歳

が約 26.9 万人、と小児や未成年者

の罹患が目立ちます。

小児や未成年者が罹患した場合、特

に注意したいのが「異常行動」です。

薬の服用の有無にかかわらず、特に

発熱から2日間は注意が必要です。
※国立感染症研究所HPより引用
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◉検査科からのお知らせ

軽度認知障害の血液検査『MCI スクリーニング検査』が受けられます。

アルツハイマー型認知症の前段階である軽度認知障害（MCI）の兆候を早期発見する検査です。軽度認知障害（MCI）
とは、健常者と認知症の中間段階を指します。日常生活に支障はありませんが、そのまま過ごすと約5年で半数以上
が認知症に進行するといわれています。
▶こんな方におすすめします！
	 ■ 50歳以上の方 ... 認知症が不安。	 ■最近、もの忘れが増えてきた ...。　
	 ■親や家族の様子が少し変わった気がする ...。	 ■肥満や糖尿病など生活習慣病の恐れがある ...。

※検査は当院にて採血のみです。医事課にお申込みください。検査料金 20,000円（税別）。
※詳しくは院内に置いてあるパンフレットをご参照ください。　　　　　　　　　　　　　　 　 ［行田総合病院　検査科］

院内・院外からの広告を受付ております。

◉内視鏡センターからのお知らせ

年に一度は内視鏡検査を！ 当院でならもっと気軽に受けられます。

日本人における死因第1 位は、悪性新生物（がん）といわれております。早期にがんを発見するためにも年に1度
の内視鏡検査をお勧めします。まずは消化器内科医師の診察予約をお取りください。▶TEL.048-554-0005
◉患者さまから多いご質問。
Q. よく「内視鏡は苦しい ...」と聞きますが？
A. できるだけ苦痛を軽減させるようにしておりますが、ご不安の強い方には適度な麻酔薬の使用（眠った状態での検
査）も可能です。ご相談ください。
Q. がん治療＝お腹を切る大きな手術となるのでは？
A. 早期発見ができれば、お腹を切らずに内視鏡で治療が可能な場合があります。また、入院日数も1週間前後で退
院できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［行田総合病院 消化器内科］

◉『下肢の血管専門外来』／血管外科からのお知らせ

ところで、『足のむくみ』が気になっていませんか？　

一過性ではなく数日間『足のむくみ』が続くような場合には病気の可能性があります。

・足がだるい　

・足の血管がボコボコと浮き出ている

・夕方になると足がむくむ　

・夜間に足がつりやすい

このような症状を少しでも感じたら受付窓口にご相談ください。

血管外科医による診察を行っております。

［行田総合病院 『下肢の血管専門外来』／血管外科］

【illustration】足がだるい重い .biz


